
5
年
間
で
県
内
の
分
娩
施
設
は

7
箇
所
も
減
り
、
10
月
か
ら
は

釜
石
病
院
も
分
娩
取
り
や
め
に

　

千
田
県
議
は
、
県
内
の
周
産
期
医
療

体
制
は
、
31
箇
所
あ
っ
た
分
娩
施
設

が
こ
の
5
年
間
で
11
病
院
・
13
診
療
所

の
24
箇
所
ま
で
減
り
（
※
参
照
）
さ
ら

に
10
月
か
ら
は
釜
石
病
院
で
分
娩
が
取

り
や
め
と
な
る
等
、
出
産
を
諦
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
増
し
、
岩
手
に

と
っ
て
は
ま
さ
に
重
大
事
態
に
あ
る
と

指
摘
。
こ
の
よ
う
な
県
内
の
周
産
期
医

療
の
現
状
に
つ
い
て
、
知
事
は
ど
う
考

え
、
ど
う
改
善
さ
れ
る
か
と
質
問
。

※
５
年
前
の
平
成
29
年
に
は
12
病

院
、
19
診
療
所
（
31
箇
所
）
の
分
娩

施
設
が
岩
手
県
内
に
あ
り
ま
し
た

地
域
枠
養
成
医
師
に
対
す
る
特
例
措

置
の
開
始
、
医
療
局
奨
学
金
の
特
別

枠
設
置
で
産
科
医
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
る
（
知
事
）

　

こ
れ
に
対
し
、
達
増
知
事
は
、「
県

内
の
周
産
期
医
療
は
、
全
県
的
に
産
科

医
師
が
不
足
し
て
い
る
中
、
産
科
診
療

所
も
医
師
の
高
齢
化
の
進
行
や
後
継
者

不
足
等
に
よ
り
、
分
娩
取
扱
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
い
施
設
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
産
科
診
療
体
制
を
確
保
し

て
い
く
こ
と
は
重
要
な
課
題
だ
。」「
県

で
は
、
昨
年
度
か
ら
産
科
等
を
選
択
し

た
地
域
枠
養
成
医
師
に
対
す
る
新
た
な

特
例
措
置
を
開
始
し
た

ほ
か
、
医
療
局
奨
学
金

に
特
別
枠
を
設
け
る
な

ど
、
更
な
る
産
科
医
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い

る
」
等
と
述
べ
ま
し
た
。

県
民
の
思
い
は
、
地
域
で
出
産
出
来

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る

　

千
田
県
議
は
、「
県
民
の
思
い
は
、
県

内
4
つ
の
医
療
圏
に
集
約
す
る
の
で
は
な

く
、
地
域
で
出
産
が
出
来
る
こ
と
を
望

ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
助
産
師
外
来
や

院
内
助
産
に
加
え
、
地
域
の
産
婦
人
科

医
師
の
協
力
を
得
て
、
岩
手
県
独
自
に

地
域
で
お
産
が
出
来
る
体
制
づ
く
り（
岩

手
の
産
科
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に
つ
い
て

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
。

　
出
産
・
子
育
て
に
関
し
、
県
全
体
で

総
力
挙
げ
て
対
応
し
て
い
く（
知
事
）

　

こ
れ
に
対
し
、
達
増
知
事
は
、「
周
産

期
医
療
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
保
健
福

祉
部
以
外
の
調
整
ま
で
踏
み
込
ん
で
い

な
か
っ
た
た
め
、
男
女
共
同
参
画
・
若
者

支
援
、
産
業
・
経
済
、
農
林
・
水
産
業
、

建
設
関
係
、
教
育
の
現
場
、
警
察
な
ど
、

出
産
・
子
育
て
に
関
し
て
県
全
体
で
総

力
を
挙
げ
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
安
心
で
き
る
岩
手
に
す
る
こ
と
を
こ

の
場
で
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
述
べ

ま
し
た
。誰

ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
た
め

に
、
被
災
者
の
医
療
費
等
免
除

継
続
実
施
す
べ
き

　

千
田
議
員
は
、
岩
手
県
保
険
医
協
会

が
今
年
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
実
施

し
た
被
災
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
回
答
を

寄
せ
た
１
９
０
２
通
の
う
ち
、
課
税
世
帯

で
4
月
以
降
窓
口
負
担
が
発
生
し
た
国

保
世
帯
で
、
39
・
7
％
が
「
通
院
回
数

が
減
っ
た
」
12
・
7
％
が
「
通
院
出
来

な
く
な
っ
た
」
と
答
え
、
後
期
高
齢
者

医
療
の
被
災
者
で
は
、
41
・
7
％
が
「
通

院
回
数
が
減
っ
た
」、
10
％
が
「
通
院
出

来
な
く
な
っ
た
」と
回
答
し
て
い
る
。（
右

表
参
照
）

　

こ
れ
ら
被
災
者
の
声
は
、
震
災
か
ら

10
年
を
経
過
し
て
も
な
お
、
深
刻
な
実

態
で
あ
る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
た
も

の
で
あ
り
、
被
災
者
の
医
療
費
等
の
免

除
に
つ
い
て
は
、「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ

な
い
」
た
め
に
も
、
何
ら
か
の
形
で
継

続
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
質
問
。

今
後
の
免
除
措
置
に
つ
い
て
は
、
応

急
仮
設
住
宅
入
居
世
帯
が
解
消
さ
れ

た
こ
と
、
市
町
村
の
意
向
も
確
認
し
、

年
内
で
の
終
了
と
し
た
い
（
知
事
）

　

こ
れ
に
対
し
、
達
増
知
事
は
、「
来
年

以
降
の
免
除
措
置
に
つ
い
て
は
、
判
断
の

目
安
と
し
て
い
た
応
急
仮
設
住
宅
入
居

世
帯
が
解
消
さ
れ
、
市
町
村
の
意
向
も

年
内
で
の
終
了
を
希
望
し
て
い
る
な
ど
か

ら
、本
年
12
月
で
の
終
了
を
考
え
て
い
る
」

等
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
10
年
の
思
い
切
っ
た

削
減
と
２
０
５
０
年
ま
で
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
「
実
質
ゼ

ロ
」
の
達
成
が
必
要

　

千
田
県
議
は
、
国
連
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
の
「
１
・
５
度

特
別
報
告
書
」
は
、
２
０
３
０
年
度
ま

で
に
大
気
中
へ
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
２
０
１
０
年
比
で
45
％
削
減
し
、

２
０
５
０
年
度
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
を
達

成
で
き
な
い
と
世
界
の
平
均
気
温
の
上

昇
を
産
業
革
命
前
と
比
べ
て
１
・
５
度

に
抑
え
込
む
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
日
本
政
府
の

目
標
は
全
世
界
平
均
よ
り
も
低
い
と
指

摘
し
、
こ
れ
に
対
す
る
知
事
の
所
感
と

県
の
対
応
に
つ
い
て
質
問
。

　
い
わ
て
気
候
非
常
事
態
宣
言
に
基
づ

き
県
民
総
参
加
に
よ
る
地
球
温
暖
化

対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む（
知
事
）

　

達
増
知
事
は
、「
政
府
は
、
報
告
書

を
受
け
て
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
の
策

定
と
計
画
を
実
現
す
る
た
め
の
大
胆
な

政
策
強
化
に
全
力
を
尽
く
す
と
し
て
お

り
、
目
標
達
成
に
向
け
よ
り
早
く
、
よ

り
多
い
排
出
量
削
減
に
努
力
す
べ
き
と

考
え
る
。」「
県
と
し
て
は
、
い
わ
て
気

候
非
常
事
態
宣
言
に
基
づ
き
、
気
候
危

機
に
対
す
る
危
機
感
を
県
民
と
共
有

し
、
２
０
５
０
年
温

室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
実
質
ゼ
ロ
に
向

け
て
県
民
総
参
加

に
よ
る
地
球
温
暖

化
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
む
」
と

述
べ
ま
し
た
。
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被災者アンケートから
○ 4月以降窓口負担が発生した（課税世帯）
　国保世帯　通院回数が減った　…39、7％
　　　　　　通院出来なくなった…12、7％　
　後期高齢者医療
　　　　　　通院回数が減った　…41、7％
　　　　　　通院出来なくなった…10、0％
○ 1月から窓口負担が発生する（非課税世帯）
　国保世帯　通院回数を減らす　…39、3％
　　　　　　通院できない　　　…24、2％
　後期高齢者医療
　　　　　　通院回数を減らす　…43、9％
　　　　　　通院できない　　　…17、7％
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地方公務員管理職に占める女性の割合は、
７.９％で全国36位⇒県が率先して進めよ！

（
県
警
は
）
道
路
整
備
に
係
る
横
断
歩
道
設
置
な
ど
の
住
民
要
望
に
し
っ
か
り
対
応
を
…

県
内
の
地
方
公
務
員
管
理
職
に
占

め
る
女
性
割
合
は
全
国
で
36
位

　
（
千
田
県
議
）

　

県
職
員
の
管
理
職
員
等
の
女
性
割

合
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
部
長
か

ら
民
間
も
含
め
て
30
％
を
目
指
す
と

の
答
弁
が
さ
れ
た
。

　

内
閣
府
が
今
年
7
月
に
作
成
し
た

全
国
女
性
の
参
画
マ
ッ
プ
で
は
、
地

方
公
務
員
採
用
者
に
占
め
る
女
性
の

割
合
は
、
県
職
員
、
市
町
村
職
員
も

含
め
、
岩
手
県
は
38
、
3
％
で
全
国

11
位
と
な
っ
て
い
る
。
一方
、
管
理
職

に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
7
・
9
％

で
全
国
で
36
位
で
あ
る
。
ぜ
ひ
全
体

を
引
き
上
げ
る
た
め
に
も
、
県
が
率

先
し
て
、
女
性
を
あ
た
り
前
に
登
用

で
き
る
よ
う
な
状
況
を
作
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

（
総
務
部
長
）

　

新
規
採
用
の
女
性
職

員
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
お
り
、
令
和
3
年
度
の
直
近
の

数
字
で
は
、
48
・
3
％
が
女
性
と
い

う
こ
と
で
ほ
ぼ
半
々
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
地
方
公
務
員
管
理
職
に

占
め
る
女
性
の
割
合
が
全
国
で
最
も

高
い
鳥
取
県
は
20
・
9
％
と
い
う
こ

と
で
、
ど
う
い
う
取
組
を
し
て
い
る

の
か
、
先
進
的
事
例
を
し
っ
か
り
学

び
、
研
究
、
検
証
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

要
配
慮
者
利
用
施
設
の
避
難
計
画

策
定
と
避
難
訓
練
の
実
施
は
？

　
（
千
田
県
議
）

　

全
国
で
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い

る
が
、
命
を
守
る
た
め
に
洪
水
浸
水

指
定
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域

内
の
要
配
慮
者
利
用
施
設
の
避
難
確

保
計
画
の
策
定
を
急
ぐ
こ
と
、
ま
た

避
難
訓
練
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
、
ま

た
今
後
の
見
通
し
に
つい
て
も
伺
う
。

（
防
災
課
総
括
課
長
）

　

要
配
慮
者
利
用
施
設
の
避
難
確

保
計
画
の
策
定
率
は
、
本
年
7
月
末

時
点
で
は
79・2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

訓
練
の
実
施
率
は
7
月
末
時
点
で

60
・
7
％
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
計

画
策
定
率
の
低
い
市
町
村
の
施
設
管

理
者
等
を
対
象
と
し
た
講
習
会
の
開

催
に
よ
り
、
全
て
の
対
象
施
設
に
お

い
て
、
計
画
の
策
定
や
避
難
訓
練
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
、
市
町
村
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

一
部
開
通
し
た
水
沢
常
盤
地
区
の

国
道
4
号
東
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

　
（
千
田
県
議
）

　
一
部
開
通
し
た
水
沢
の
国
道
4
号

東
バ
イ
パ
ス
だ
が
、
着
工
前
の
事
前

説
明
会
等
で
は
横
断
歩
道
の
設
置
等

の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

道
路
が
完
成
し
て
み
る
と
横
断
歩
道

は
設
置
し
な
い
と
、
バッ
サ
リ
切
り
捨

て
ら
れ
て
し
ま
い
、

住
民
は
今
大
変
な

思
い
を
し
て
い
る
。

警
察
本
部
は
住
民

要
望
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
把
握
さ

れ
、
ど
う
反
映
す

る
努
力
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

（
交
通
部
長
）

　

国
道
4
号
東
バ
イ
パ
ス
開
通
に
伴

う
住
民
意
見
つ
い
て
は
、
道
路
管
理

者
と
の
協
議
の
場
に
お
い
て
把
握
し

て
お
り
ま
す
。
横
断
歩
道
に
つ
い
て

は
、
横
断
需
要
が
少
な
く
回
り
道

も
あ
り
、道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
、

開
通
時
に
整
備
し
な
か
っ
た
も
の
。

た
だ
、
バ
イ
パ
ス
の
開
通
後
に
地
域
の

皆
様
か
ら
横
断
歩
道
設
置
の
要
望
を

受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
流
量
、

歩
行
者
の
横
断
実
態
等
を
調
査
す
る

な
ど
し
て
、
横
断
歩
道
の
設
置
の
必

要
性
を
判
断
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
小
谷
木
橋
の
東
側
─
信
号
機

の
な
い
交
差
点
の
安
全
対
策
は

（
千
田
県
議
）

　

新
小
谷
木
橋
が
5
月
に
開
通
し
た

が
、
5
月
以
降
9
件
も
の
交
通
事
故

が
起
き
て
お
り
、
い
つ
死
亡
事
故
が

起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ

る
。
振
興
会
等
で
も
以
前
か
ら
危
惧

は
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
事
前
の
協

議
等
は
ど
う
行
わ
れ
て
い
た
か
。

（
交
通
部
長
）

　

道
路
管
理
者
か
ら
新
小
谷
木
橋

東
袂
の
交
差
点
は
、
東
西
方
向
の
交

通
量
が
多
く
、
南
北
方
向
は
十
字
路

で
あ
る
も
の
の
南
側
の
交
通
量
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
実
質
的
に
丁
字
路
と

同
様
の
流
れ
に
な
る
と
の
情
報
が
提

供
さ
れ
た
の
で
、
道
路
管
理
者
と
協

議
し
、
一
時
停
止
規
制
で
の
対
応
が

可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
。
新

小
谷
木
橋
開
通
後
、
地
域
住
民
の
皆

様
か
ら
信
号
機
設
置
の
要
望
を
受
け

て
お
り
、
皆
様
の
意
見
、
要
望
を
踏

ま
え
、
交
通
流
量
等
の
交
通
環
境
、

道
路
環
境
、
交
通
事
故
の
発
生
状
況

等
を
調
査
す
る
ほ
か
、
道
路
環
境
の

整
備
を
含
め
て
信
号
機
設
置
の
必
要

性
を
判
断
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
の
視
点

に
立
っ
て
校
則
の
見
直
し
を

　
（
千
田
県
議
）

　

校
則
の
あ
り
方
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
校
則
は
教
育
活
動
の一

つ
で
あ
る
が
、
子
ど
も
の
人
権
問
題

に
直
結
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、
表
現
の
自

由
、
思
想
・
良
心
の
自
由
、
宗
教
の

自
由
、
集
会
・
結
社
の
自
由
、
私
生

活
の
自
由
な
ど
を
規
定
し
て
お
り
、

校
則
で
子
ど
も
の
髪
型
や
服
装
な
ど

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
規
制
す
る
場

合
、
基
本
的
な
人
権
に
抵
触
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
た
め
、
子
ど
も
の
権

利
条
約
の
視
点
で
見
直
す
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。

（
生
徒
指
導
課
長
）

　

文
科
省
の
通
知
に

よ
り
、
6
月
10
日
付

で
県
教
育
委
員
会
か

ら
も
学
校
の
実
態
に

応
じ
た
校
則
の
見
直

し
等
の
取
組
に
つ
い
て
通
知
し
て
い
ま

す
。
校
則
は
、
社
会
通
念
に
照
ら
し

て
合
理
的
と
み
ら
れ
る
範
囲
で
、
学

校
や
地
域
の
実
態
に
応
じ
て
適
切
に

定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
学
校
や

児
童
生
徒
の
実
情
、
地
域
の
状
況
、

校
風
な
ど
、
学
校
が
そ
の
特
色
を

生
か
し
、
創
意
工
夫

し
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
見
直
す
べ
き

も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒

に
と
っ
て
、
身
近
な
校
則
に
つ
い
て
話

し
合
う
機
会
を
設
け
る
こ
と
は
、
校

則
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
校
則
を
自
分
た
ち
の
も
の
と
し

て
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を
養

う
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
児
童
生
徒
の
主

体
性
や
社
会
性
が
育
ま
れ
る
よ
う
努

め
て
参
り
ま
す
。

総務部

教育委員会

警察本部
 

【一般
質
問
か
ら
】

　

千
田
県
議
は
、
米
価
暴
落
へ
の

対
応
と
し
て
、
政
府
が
過
剰
在
庫

を
買
い
上
げ
て
市
場
か
ら
隔
離
し
、

暴
落
を
止
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
指

摘
す
る
と
と
も
に
、
県
も
過
剰
米
を

一
定
量
買
い
上
げ
て
支
援
す
べ
き
だ

と
指
摘
。

　

こ
れ
に
対
し
、
農
林
水
産
部
長
は
、

「
米
の
生
産
流
通
は
、
都
道
府
県

単
位
で
は
完
結
し
な
い
た
め
全
国
規

模
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
、
国
全
体
で
米
の

需
給
と
価
格
の
安
定
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
主
食
用
米
の
長
期
保
管
へ
の
支

援
や
生
活
困
窮
世
帯
、
子
ど
も
食
堂

へ
の
主
食
用
米
の
提
供
な
ど
、
国
主

導
に
よ
る
実
効
的
な
過
剰
米
へ
の
対

策
や
消
費
喚
起
な
ど

の
需
要
拡
大
対
策
に

つ
い
て
、
国
に
対
し
要

望
し
た
」
等
と
述
べ

る
に
止
ま
り
ま
し
た
。

農林水産部

決算特別
委員会で指摘

復興防災部


